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ほかのてことの連鎖関係の始点および終点となる位置について

は， 特別に一定記号を付し， その位iiïにおけるてこ止， 鎖錠片

およひ.回路制御保等の関連を仕織普に規j脅しており ，また制整

は 'ì古に厳重な検査をしている。

l濁 8 は， てこがてこ止のiili鎖関係のある特定の位位 (L13X

R ) にあるとき，鎖錠片と鎖錠子の|記l係位i白およびそのとき

回路制御~の附成される接点等の|主J ìiliを示したものである。て

この位{置の記号 (LBX . R等)は信号結線図のシンボノレ(記号

文字。 (竹内 整)

てんきれんどうそうち 電気連動装置 (英) electric interｭ

locking 第 1 極および第 2 組に大別されるが， 一般には第 1

極すなわちすべての信号軽量，入j失燦識，転轍(てんてつ)器等を

電気的に操作するものを指す。

第 lí重電気連動装置とは， 信号峨，入換標識，転轍誌等の電

気てこ を集中して，これらのてこ相互間の連鎖を俄械的に行う

機附すなわち電気連動機を使用し， 信号緩，入j奥標識，転鰍苦言

等を電気的に操作するものをいい，第 2 種電気連動装置とは，

転鰍てこに電気鎖錠器を設け，信号後，入後際識等と転轍総と

の連鎖を電気的に行うものをいう。

1 第 l 種電気連動装置

全電気(またはオ ーノレ電気) ともいい，列車または車両の運転

が特にひん繁で，機械式によっ ては繰作の困難な停車場に設備

される。イ言号数所には電気連動織，照明軌道般等を設備し， こ

れによってすべての操作を行九

信号扱所内またはその付近に継電線室を設け，軌道継電骨量，

転鰍表示継1B:\l詰その他の継1B:掠類を収容し，これらによって信

号現示を制御し，轍査鎖錠， 進路鎖錠，接近鎖鋲:， I羽路鎖錠等

の電気鎖錠を行う。

2 第 2 極f:ß気通勤装置

この装置のほとんどは信号機，入換Wf~識等を卓上電気てこに

よ っ て電気(f)に操作するものであって， 列車または車両の巡転

がひん繁でない停車場で， 自動閉そ く区間， 連動閉そく区間等

にある場合または特に信号機等に電気式を使用する必要のある

場合に設備される。 また こ の装誼は軌道回路を有することが必

~条例でないため， 保安l支に大きな差のあるものがあるので，

軌道回路によ って信号'!ll.示を制御する程度(連続 ・ 一部 ・ 無し)

によって 1'fI . 乙・丙に区別する。

卓上電気てこは駅長室，運転掛室等に設備し， その付近に軌

道継憶保その他の継電総類を集中し，それぞれの程度に応じて

信号現示を制御し，進路鎖錠，接近鎖蕗;:等の電気鎖錠を行う。

(尾松広一)

てんくうしきじどうていしゃき 電空式自動停車機わが

図の地下鉄で使用している 1，，1 励列車停止装置は全部打子式で，

この打子 (トリップ ・ アーム)を上下させるのに圧搾空気を使用

した方式を電空式自動停車機という。 181-1はその装置を示す。

信号現示は赤・j)1[ ・緑の I1阪で後方の赤の位置でトリップ ・ アーム

が垂直に立つような機榊にしてある。 すなわち信号!Q示はオ ー

パ ラ ッ プ方式を使用しているが，その忠商は赤・賞 ・ 緑とすれ

1 電空式自動列車停止装111取付図
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ー..，:.二

列車進行方向




